
2018年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL23318B08）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

グアテマラ H131 栄養士 個別 新規 2年 ・2019/1 ・2019/2 ・
2019/3

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

保健省

2）配属機関名（日本語）

ホヤバフ保健所

3）任地（ キチェ県ホヤバフ市 ） JICA事務所の所在地（ グアテマラシティ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 4.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先は、当国西部のキチェ県ホヤバフ市の地域住民を対象とした一般診療、予防啓発、予防接種、地域巡回指導等を
行っている。同市はJICA技術協力プロジェクト「妊産婦と子どもの健康・栄養改善プロジェクト」の対象地域となって
いる。市内には保健ポストが4か所設置されている。これまでJICAボランティアの受け入れ実績はないが、同市内には
県教育事務所所属の栄養士ボランティアが小学生の栄養改善を目的に活動を実施していた(2016年6月～2018年6月)。な
お同保健所が自由裁量で使用できる予算はない。

【要請概要】
1）要請理由・背景

グアテマラでは47%の5歳未満児が慢性栄養不良の状態にあるなど栄養改善への取り組みが急務となっている。特にキチェ
県では、貧困、偏った食習慣、知識不足、生活環境等で、多くの住民が慢性栄養不良状態にある。特に妊娠期、胎児期
の低栄養、母乳育児の不徹底、その後の不適切な乳児補完食により、乳幼児や妊婦の慢性栄養不良は深刻である。
ホヤバフ市保健所では、住民の栄養改善をめざし医師や看護師などが栄養改善に関する啓発活動等を行っているが、よ
り適正で効果的な栄養不足の改善指導や保健サービスの充実のため、今般本要請に至った。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1.コミュニティでの栄養に関する講話や料理教室
2.保健所や保健ポストでの妊婦や授乳婦を対象とした栄養相談
3.啓発活動に関する媒体作り
4.乳幼児の身長･体重測定指導
5.急性･慢性栄養失調児の早期発見に資する取り組み

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

事務机、事務用品

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先長 (男性)
村落健康担当(男性、40代、CP)
医師6名
看護師27名
対象コミュニティ住民

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

スペイン語

6）生活使用言語

スペイン語

7）選考指定言語

【資格条件等】
[免許]：（栄養士）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（　　　　）　備考：

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（温暖冬季少雨気候）　気温：（10～25℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
住居はホームスティとなる。
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